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介護の仕事魅力向上について 
 
結果の概要 

 
 
過去退職をした理由において、最も回答が多かったのは職場の人間関係となっており、

全体の5割程度を占めている。 
人間関係を理由に、全回答者の3分の2については「1度は」介護の職場での退職を経験
している。 
介護の仕事の魅力を高めるためには仕事のやりがいが重要と考えられており、そのため

にも、職場の人間関係をよりよくするために人材育成を最優先に取り組みたいと考えて

いるとものと推察される。 
 

調査トピックス 
 

 
1. 介護の仕事において過去退職を経験された方は7割弱となっている。 
2. 退職理由は職場の人間関係が約5割程度を占めている状況であり、人間関係を良
好にしていくことが重要。 

3. 介護の仕事の魅力は、仕事のやりがいであるという回答が7割程度であり、継続
して仕事を続ける最大の原動力になっている。次いで良好な人間が5割弱程度で
あった。 

4. 今後、より介護の仕事を魅力的にするための取組みとして人材育成をあげた回答
者が3割程度と、より魅力ある仕事にするためには人材育成を進めることが重要
だという声が多かった。 

5. 今後、現在国で推進されている介護の仕事の魅力を高める取組みが事業所内で展
開されれば、継続して就労できると考えている回答者が9割を超えており、高水
準になっている。 
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調査概要 

 
 

● 調査名：​介護の仕事魅力向上について（2020年8月実施） 
● 調査対象：​カイポケリサーチ　対象サービス種別：訪問介護、訪問看護、通所介

護 
● 調査期間：​2020年8月15日~8月25日 
● 調査方法：​インターネット調査 
● 有効回答数：​301件 
訪問介護126件、訪問看護41件、通所介護134件 
経営者が178件と全回答の約60%、 
年代は40代が43%と最も多く30代23%となっている 

 
 
調査詳細 

 
 
1.「これまで介護職場での経験の中で、退職を経験したことがあるか」という質問に対
し、「はい（67.1％）」と回答する割合が全体の3分の2を占めている。 

 
 
 
 
2.「退職をしたきっかけとしてどのような理由が多いか」という質問に対して、最も多い回
答が「職場の人間関係に問題があったため（49.0％）」であり、次いで「法人や事業所の理
念や運営のあり方に問題があったため（44.1％）」という結果であった。人間関係による問
題や法人や事業所の理念や運営のあり方の問題から「独立するため（10.4％）」も一定数あ
ることが伺えた。 
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3.「介護の仕事において魅力を感じる内容」に関する質問に対し、「仕事へのやりがいがあ
る（69.8％）」が全回答の約7割近くを占める結果となっており、継続して仕事を続ける最
大の原動力になっている。次いで「上司や同僚を含めた職場全体の人間関係が良いこと（

47.8％）」となっており、質問.2の退職理由において「職場の人間関係の問題」が最も多い
回答を得ていたことからも、職場内の人間関係は、介護の仕事の継続や魅力を感じる点にお

いて大きな要因となることがわかった。 
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4.「今後、介護の仕事を魅力的にするために現在国で考えられている施策のうち、どの要素
が重要であると考えますか」という質問に対し、「人材育成（31.9％）」と回答する割合が
最も多く、質問.2や質問.3 において、人間関係に関しては退職の要因になっている点や介護
の仕事を魅力的に感じるために必要な要素としても回答割合が高かったことからも、やはり

職場の人間関係を良好にできれば、より介護の仕事が魅力的になると考えている回答者が多

いのではないかと推察される。 
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5.「介護の仕事を魅力的にする施策として重要であると選択した内容について、今後具体的
な内容が事業所に展開されていくことで、継続して介護の仕事に従事できると考えますか」

の質問に対して、「はい（96.9%）」と回答する事業所が大多数となっており、質問.４に
おいて、介護の仕事をより魅力的にする取組みとして、人材育成やICTを活用したペーパレ
ス化、業務プロセスの見直しが多くの割合を占めていたことからも、これらの施策を実施し

ていくことで、介護の仕事に継続して従事できる可能性が高まることが予想される。 
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